
(57)【要約】

【課題】バックレストの倒起動と関連してコンターシー

トを前後動させ、バックレストの倒起動にかかわらず、

前後方向における患者の口腔位置が変化しないようにす

る。

【解決手段】歯科用治療椅子１０は、コンターシート１

３と、該コンターシート１３に対して倒起動可能なバッ

クシート１２とを有する。コンターシート１３には、下

面にラック歯２ａを有し、上面にラック歯２ｂを有する

ラック杆２が取り付けられており、バックレスト１２を

起状態から倒状態にする時、モータ１を正回転させると

、その回転が歯車３を介してラック歯２ａに伝達され、

コンターシート１３を前方（矢印Ｂ方向）に移動させる

。この時、ラック歯２ｂにより歯車４が回転され、バッ

クレスト１２が倒され（矢印Ａ方向）、倒状態となり、

バックレスト１２の倒起動にかかわらず、治療椅子上の

患者の前後方向における口腔位置は変わらない。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン タ ー シ ー ト と 、 該 コ ン タ ー シ ー ト に 対 し て 倒 起 動 可 能 な バ ッ ク シ ー ト と を 有 す る 歯
科 用 治 療 椅 子 に お い て 、 前 記 バ ッ ク レ ス ト を 倒 動 さ せ る 時 に 同 時 に 前 記 コ ン タ ー シ ー ト を
前 進 動 さ せ 、 バ ッ ク レ ス ト の 倒 起 動 に か か わ ら ず 、 治 療 椅 子 上 の 患 者 の 前 後 方 向 に お け る
口 腔 位 置 が 変 わ ら な い よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 歯 科 用 治 療 椅 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歯 科 用 治 療 椅 子 、 よ り 詳 細 に は 、 患 者 が 座 る コ ン タ ー シ ー ト と 、 該 コ ン タ ー
シ ー ト に 対 し て 傾 動 （ 起 倒 ） 可 能 な バ ッ ク レ ス ト （ 背 板 ） と を 有 す る 歯 科 用 治 療 椅 子 に お
い て 、 前 記 バ ッ ク レ ス ト の 傾 動 （ 倒 起 ） と 同 時 に 前 記 コ ン タ ー シ ー ト を 前 後 動 さ せ 、 バ ッ
ク レ ス ト の 傾 動 に よ っ て 生 じ る （ 被 治 療 位 置 で あ る ） 口 腔 の 前 後 方 向 の ず れ を な く す よ う
に し た 歯 科 用 治 療 椅 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 用 治 療 椅 子 の 一 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で
、 図 中 、 １ ０ は 歯 科 用 治 療 椅 子 、 １ １ は 安 頭 台 、 １ ２ は バ ッ ク レ ス ト 、 １ ３ は コ ン タ ー シ
ー ト 、 １ ４ は レ ッ グ レ ス ト 、 １ ５ は フ ッ ト レ ス ト （ フ ッ ト ス テ ッ プ ） 、 １ ６ は 基 台 で 、 周
知 の よ う に 、 常 時 は 、 起 状 態 に あ り 、 こ の 状 態 で 患 者 は 、 フ ッ ト レ ス ト （ フ ッ ト ス テ ッ プ
） １ ５ の 上 に 乗 っ て 、 そ の 後 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ に 腰 掛 け る 。 そ の 後 、 術 者 （ ド ク タ ー
） は 、 椅 子 を 倒 状 態 （ 寝 状 態 ） に し て 治 療 を 行 い 、 或 い は 、 起 状 態 に す る と と も に 、 椅 子
を 上 昇 さ せ て 患 者 が う が い が し や す い よ う に す る 等 、 椅 子 １ ０ を 起 状 態 、 或 い は 、 倒 状 態
に し て 歯 科 治 療 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ は 、 上 述 の ご と き 歯 科 用 治 療 椅 子 、 す な わ ち 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ と バ ッ ク レ ス ト
１ ２ と を 有 し 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ を 起 倒 し て 治 療 を 行 う 歯 科 用 治 療 椅 子 に お け る バ ッ ク レ
ス ト １ ２ の 起 状 態 （ 実 線 ） と 倒 状 態 （ 破 線 ） と を 示 す 概 略 図 で 、 図 中 、 Ｋ 1 ， Ｋ 2 は 患 者 の
頭 部 （ 被 治 療 部 位 で あ る 口 腔 位 置 ） を 示 す 。 こ の 口 腔 位 置 は 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ が 起 状 態
に あ る 時 は Ｋ 1 の 位 置 で あ る が 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ を 倒 状 態 に す る と Ｋ 2 の 位 置 と な り 、 バ
ッ ク レ ス ト １ ２ を 起 倒 す る こ と に よ り 、 前 後 方 向 に 距 離 Ｌ だ け ず れ 、 そ の た め 、 術 者 （ ド
ク タ ー ） は 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ の 起 倒 に 応 じ て 前 後 方 向 に 距 離 Ｌ だ け 移 動 し な け れ ば な ら
ず 、 特 に 、 ド ク タ ー チ ェ ア に 腰 掛 け て 治 療 し て い る よ う な 場 合 、 バ ッ ク レ ス ト の 起 倒 に 伴
な っ て ド ク タ ー チ ェ ア を 移 動 し な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 そ れ に 伴 な っ て ワ ー ク テ ー ブ ル も
移 動 し な け れ ば な ら ず 、 非 常 に 面 倒 で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の ご と き 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 バ ッ ク レ ス ト が 倒 起 動 す る 歯 科
用 治 療 椅 子 に お い て 、 バ ッ ク レ ス ト の 倒 起 動 と 連 動 し て コ ン タ ー シ ー ト を 前 後 動 さ せ 、 バ
ッ ク レ ス ト の 倒 起 動 に か か わ ら ず 、 前 後 方 向 に お け る 患 者 の 口 腔 位 置 が 変 化 し な い よ う に
し て 、 術 者 の 治 療 行 為 を し 易 く す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 コ ン タ ー シ ー ト と 、 該 コ ン タ ー シ ー ト に 対 し て
倒 起 動 可 能 な バ ッ ク シ ー ト と を 有 す る 歯 科 用 治 療 椅 子 に お い て 、 前 記 バ ッ ク レ ス ト を 倒 動
さ せ る 時 に 同 時 に 前 記 コ ン タ ー シ ー ト を 前 進 動 さ せ 、 バ ッ ク レ ス ト の 倒 起 動 に か か わ ら ず
、 治 療 椅 子 上 の 患 者 の 前 後 方 向 に お け る 口 腔 位 置 が 変 わ ら な い よ う に し た こ と を 特 徴 と し
た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 バ ッ ク レ ス ト の 起 倒 に か か わ ら ず 、 被 治 療 位 置 で あ る 患 者 の 口 腔 位 置
が 前 後 方 向 に 移 動 し な い の で 、 術 者 は 、 起 状 態 治 療 で も 倒 状 態 治 療 で も 、 同 じ 位 置 に い て
治 療 を 行 う こ と が で き る の で 、 従 来 技 術 の よ う に 、 バ ッ ク レ ス ト の 起 倒 に 応 じ て 前 後 に 移
動 す る 煩 わ し さ が な く 、 よ り 効 果 的 に 歯 科 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 歯 科 用 治 療 椅 子 の 動 作 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で 、 図
１ （ Ａ ） は 起 状 態 治 療 時 に お け る 患 者 の 口 腔 位 置 Ｋ 1 を 示 し 、 図 １ （ Ｂ ） は 倒 状 態 治 療 時
に お け る 患 者 の 口 腔 位 置 Ｋ 2 を 示 す が 、 本 発 明 に お い て は 、 起 状 態 治 療 （ 図 １ （ Ａ ） ） か
ら 倒 状 態 治 療 （ 図 １ （ Ｂ ） ） に 移 行 す る 時 に 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ を （ 矢 印 Ａ 方 向 に ） 倒 す
と 、 該 バ ッ ク レ ス ト １ ２ の 倒 動 作 と 連 動 し て コ ン タ ー シ ー ト １ ３ が 前 方 （ 矢 印 Ｂ 方 向 に ）
に 移 動 し 、 患 者 の 口 腔 位 置 Ｋ 1 ， Ｋ 2 は 、 治 療 椅 子 の 前 後 方 向 に は 移 動 す る こ と な く 、 Ｋ 1

の 起 状 態 位 置 と Ｋ 2 の 倒 状 態 位 置 と が 治 療 椅 子 の 前 後 方 向 に 関 し て 同 じ に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の ご と き 歯 科 用 治 療 椅 子 に お い て は 、 通 常 、 図 ２ に 示 す よ う な 操 作 ス イ ッ チ を 有 し
、 ス イ ッ チ Ｓ 1 を 押 す と バ ッ ク レ ス ト １ ２ が 起 状 態 （ 図 １ （ Ａ ） ） と な り 、 ス イ ッ チ Ｓ 2 を
押 す と 倒 状 態 （ 図 １ （ Ｂ ） ） と な る 。 な お 、 ス イ ッ チ Ｓ 3 ， Ｓ 4 は 治 療 椅 子 を 上 下 動 さ せ る
も の で あ り 、 ス イ ッ チ Ｓ 5 ， Ｓ 6 は 治 療 椅 子 を 傾 動 さ せ る も の で あ る 。 而 し て 、 本 発 明 に お
い て は 、 倒 ス イ ッ チ Ｓ 1 を 押 し た 時 に 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ が 起 状 態 （ 図 １ （ Ａ ） ） か ら 倒
状 態 （ 図 １ （ Ｂ ） ） に な る が 、 そ の 時 、 同 時 に 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ が 前 方 に 移 動 し 、 患
者 の 頭 部 （ 口 腔 位 置 ） が 後 方 に 移 動 し な い よ う に し た も の で あ る 。 勿 論 、 倒 状 態 （ 図 １ （
Ｂ ） ） に あ る 時 に 、 起 ス イ ッ チ Ｓ 2 を 押 す と 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ は 倒 状 態 （ 図 １ （ Ｂ ） ）
か ら 起 状 態 （ 図 １ （ Ａ ） ） に な る が 、 こ の 時 、 同 時 に 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ が 後 方 に 移 動
し て 、 最 初 の 起 状 態 （ 図 １ （ Ａ ） ） に 戻 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の ご と き バ ッ ク レ ス ト １ ２ の 起 倒 動 、 及 び 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ の 前 後 動 は 、 モ ー
タ 、 油 圧 シ リ ン ダ ー 、 エ ア ー シ リ ン ダ ー 等 、 任 意 所 望 の 動 力 源 を 用 い て 行 う が 、 こ れ ら の
動 き （ バ ッ ク レ ス ト の 起 倒 動 及 び コ ン タ ー シ ー ト の 前 後 動 ） は 独 立 し て 又 は 連 動 し て 行 う
こ と が で き 、 例 え ば 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ を 倒 し た 後 に 、 引 き 続 い て 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３
を 所 定 量 前 方 に 移 動 さ せ る よ う に し て も よ い し 、 逆 に 、 コ ン タ ー シ ー ト を 所 定 量 前 方 に 移
動 さ せ た 後 に 、 バ ッ ク レ ス ト を 倒 す よ う に し て も よ い し 、 或 い は 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ を 起
又 は 倒 動 し な が ら コ ン タ ー シ ー ト １ ３ を 前 進 又 は 後 進 動 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ３ は 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ の 起 倒 動 を コ ン タ ー シ ー ト と 前 後 動 を 単 一 の 電 動 モ ー タ に て
行 う よ う に し た 場 合 の 一 例 を 説 明 す る た め の 概 念 図 で 、 図 中 、 １ は 基 台 １ ６ 側 に 設 け ら れ
た モ ー タ 、 ２ は コ ン タ ー シ ー ト １ ３ 側 に 設 け ら れ た ラ ッ ク 杆 で 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ は 例
え ば 基 台 １ ６ に 設 け ら れ た レ ー ル 上 を 前 後 方 向 に 摺 動 移 動 可 能 な よ う に 取 り 付 け ら れ て い
る 。 ラ ッ ク 杆 ２ は 、 例 え ば 、 下 部 に ラ ッ ク 歯 ２ ａ を 有 し 、 上 部 に ラ ッ ク 歯 ２ ｂ を 有 し 、 下
部 ラ ッ ク 歯 ２ ａ は モ ー タ １ の 回 転 が 伝 達 さ れ る 歯 車 （ 複 数 で も よ い ） ３ と 噛 合 し 、 上 部 ラ
ッ ク 歯 ２ ｂ は バ ッ ク レ ス ト １ ２ の 回 動 軸 に 設 け ら れ た 歯 車 （ 複 数 で も よ い ） ４ と 噛 合 す る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 モ ー タ １ は 、 図 ２ に 示 し た ス イ ッ チ Ｓ 1 又 は Ｓ 2 を 押 す こ と に よ っ て 正 転 又 は 逆 転 さ れ 、
ス イ ッ チ Ｓ 1 を 押 し た 時 に 、 モ ー タ １ が 回 転 し て 歯 車 ３ 、 ラ ッ ク 歯 ２ ａ を 介 し て ラ ッ ク 杆
２ が 後 方 に 移 動 し （ す な わ ち 、 コ ン タ ー シ ー ト １ ３ が 後 方 に 移 動 し ） 、 同 時 に 、 す な わ ち
、 ラ ッ ク 杆 ２ が 後 方 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 ラ ッ ク 歯 ２ ｂ が 歯 車 ４ を 回 転 し 、 バ ッ ク レ
ス ト １ ２ を 倒 し て 倒 状 態 に す る 。 ス イ ッ チ Ｓ 2 を 押 す と 、 ス イ ッ チ Ｓ 1 を 押 し た 時 と は 逆 に
、 ラ ッ ク 杆 ２ が 前 方 に 移 動 し 、 同 時 に 、 バ ッ ク レ ス ト １ ２ が 倒 状 態 か ら 起 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 以 上 に は 、 コ ン タ ー シ ー ト の 前 後 動 と バ ッ ク レ ス ト の 起 倒 と を 単 一 の 動 力 源 （ モ ー タ ）
を 用 い て 連 動 さ せ て 同 時 に 行 う よ う に し た 例 に つ い て 説 明 し た が 、 前 述 の よ う に 、 こ れ ら
コ ン タ ー シ ー ト の 前 後 動 を バ ッ ク レ ス ト の 倒 起 動 と を 共 に 周 知 の 独 立 し た 動 力 源 を 用 い て
、 同 時 に 或 い は 時 間 差 を 設 け て 、 駆 動 す る よ う に し て も よ い こ と は 容 易 に 理 解 さ れ よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 動 作 例 を 説 明 す る た め の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 歯 科 用 治 療 椅 子 の 操 作 ス イ ッ チ の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 歯 科 用 治 療 椅 子 の 一 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 歯 科 用 治 療 椅 子 の 一 例 を 説 明 す る た め の 要 部 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 歯 科 用 治 療 椅 子 の 一 動 作 例 を 説 明 す る た め の 概 念 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
１ … モ ー タ （ 動 力 源 ） 、 ２ … ラ ッ ク 杆 、 ２ ａ ， ２ ｂ … ラ ッ ク 歯 、 ３ ， ４ … 歯 車 、 １ ０ … 歯
科 用 治 療 椅 子 、 １ ２ … バ ッ ク レ ス ト 、 １ ３ … コ ン タ ー シ ー ト 、 １ ６ … 基 台 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(4) JP 2005-342333 A 2005.12.15



【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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